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改
正
教
育
基
本
法
に
定
め
ら
れ
た
教
育
振
興
基
本
計
画
を
策
定
し
、
教
育
再
生
の
道
筋
を
明
確
に
し
ま
す
。

（
教
員
の
資
質
・
能
力
の
向
上
）

教
育
再
生
の
取
組
を
真
に
実
効
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
教
員
に
優
れ
た
人
材
を
確
保
し
、
頑
張
る
教
員
を
支
援
す
る

こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

こ
の
た
め
、
千
人
の
純
増
を
含
む
教
職
員
定
数
の
改
善
、
外
部
人
材
の
活
用
、
事
務
の
外
部
化
等
を
通
じ
た
学
校
現
場
の
負

担
軽
減
に
よ
っ
て
教
員
の
子
ど
も
と
向
き
合
う
時
間
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
部
活
動
手
当
等
の
拡
充
、
副
校
長
・
主
幹
教
諭

等
の
新
た
な
職
の
処
遇
等
を
通
じ
、
メ
リ
ハ
リ
あ
る
教
員
給
与
体
系
を
構
築
し
、
優
れ
た
教
員
の
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
教
員
免
許
更
新
制
の
円
滑
な
実
施
や
、
指
導
が
不
適
切
な
教
員
に
対
す
る
人
事
管
理
シ
ス
テ
ム
の
厳
格
な
運
用
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
教
員
評
価
の
徹
底
や
現
職
研
修
の
充
実
な
ど
の
取
組
を
通
じ
て
「
教
え
る
プ
ロ
」
と
し
て
の
教
師
の
資
質

向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
確
か
な
学
力
、
豊
か
な
心
、
健
や
か
な
体
の
育
成
）

児
童
生
徒
の
学
力
に
つ
い
て
は
、
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
や
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
調
査
の
結
果
等
に
よ
る
と
、
基
礎

的
・
基
本
的
な
知
識
や
技
能
を
実
生
活
で
活
用
す
る
能
力
等
に
課
題
が
あ
る
こ
と
が
明
確
に
な
っ
て
い
ま
す
。

本
年
三
月
に
予
定
し
て
い
る
学
習
指
導
要
領
の
全
面
改
訂
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
課
題
を
踏
ま
え
、
「
生
き
る
力
」
を

は
ぐ
く
む
と
い
う
現
行
学
習
指
導
要
領
の
理
念
を
継
承
し
つ
つ
、
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
を
確
実
に
定
着
さ
せ
る
と
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平
成
二
〇
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
九
月
の
就
任
以
来
、
私
は
教
育
再
生
、
科
学
技
術
・
学
術
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
芸
術
の
振
興
に
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
年
頭
に
あ
た
り
、
国
民
各
位
の
期
待
に
こ
た
え
る
文
部
科
学
行
政
の
推
進
に
向
け
て
、
決
意
を
新
た
に

し
て
お
り
ま
す
。

（
新
し
い
教
育
基
本
法
を
踏
ま
え
た
教
育
再
生
の
推
進
）

昨
年
は
、
教
育
三
法
の
成
立
を
は
じ
め
、
新
し
い
教
育
基
本
法
の
理
念
を
踏
ま
え
た
諸
改
革
が
名
実
と
も
に
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
本
年
は
、
引
き
続
き
関
係
法
制
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
教
育
施
策
の
総
合
的
・
計
画
的
な
推
進
を
図
る
た
め
、

年
頭

の
所

感

渡
海

紀
三
朗

（
文
部
科
学
大
臣
）
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（
安
全
・
安
心
な
教
育
環
境
の
整
備
）

子
ど
も
た
ち
が
一
日
の
大
半
を
過
ご
す
活
動
の
場
で
あ
り
地
域
住
民
の
応
急
避
難
場
所
と
も
な
る
学
校
施
設
の
耐
震
化
を
一

層
推
進
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
や
教
職
員
が
犠
牲
と
な
る
よ
う
な
悲
惨
な
事
件
を
防
ぐ
た
め
、
地
域
ぐ
る
み
で
学
校
・
通
学
路
の
安
全
を
確
保

す
る
取
組
を
進
め
る
と
と
も
に
、
情
報
モ
ラ
ル
教
育
や
、
青
少
年
を
取
り
巻
く
有
害
環
境
対
策
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

い
じ
め
問
題
に
対
し
て
は
、
早
期
発
見
・
早
期
対
応
を
推
進
し
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配
置
や
二
四
時
間
い
じ
め
相

談
ダ
イ
ヤ
ル
な
ど
の
教
育
相
談
体
制
の
充
実
、
い
じ
め
を
許
さ
な
い
学
級
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
等
）

真
の
教
育
再
生
は
、
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
と
家
庭
・
地
域
の
教
育
力
の
向
上
と
が
相
ま
っ
て
は
じ
め
て
達
成
さ
れ
る
も

の
で
す
。

こ
の
た
め
、
引
き
続
き
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
を
実
施
し
、
各
学
校
の
教
育
活
動
等
の
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、
保
護

者
や
地
域
住
民
に
よ
る
評
価
や
第
三
者
評
価
を
含
め
た
学
校
評
価
の
更
な
る
定
着
と
情
報
公
開
を
進
め
る
な
ど
、
保
護
者
や
地

域
住
民
の
参
画
に
よ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
各
地
域
に
「
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
」
を
創
設
し
、
子
育
て
に
関
す
る
情
報
や
学
習
機
会
の
提
供
、
相
談
体
制
の
充

実
な
ど
、
き
め
細
か
な
家
庭
教
育
支
援
を
推
進
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
全
国
の
中
学
校
区
単
位
で
地
域
が
学
校
教
育
を
支
援
す
る
体
制
を
構
築
す
る
「
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
」
を
新
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と
も
に
、
知
識
・
技
能
を
活
用
し
た
課
題
解
決
に
必
要
な
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
や
学
ぶ
意
欲
な
ど
を
育
む
た
め
、
授
業

時
数
の
増
加
、
国
語
教
育
、
理
数
教
育
、
外
国
語
教
育
や
情
報
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
併
せ
て
総
合
的
な
学
力
向
上
策
を

講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
に
「
確
か
な
学
力
」
を
身
に
つ
け
ま
す
。
な
お
、
可
能
な
も
の
は
平
成
二
一
年

度
か
ら
先
行
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
規
範
意
識
や
倫
理
観
と
豊
か
な
人
間
性
や
社
会
性
を
育
む
た
め
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
が
一
体
と
な
っ
た
道
徳

教
育
、
集
団
宿
泊
活
動
、
職
場
体
験
活
動
、
奉
仕
体
験
活
動
、
読
書
活
動
な
ど
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
学
校
体
育
や
運
動
部
活
動
の
充
実
な
ど
を
通
じ
た
子
ど
も
の
体
力
向
上
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
課
題
や
ア

レ
ル
ギ
ー
疾
患
な
ど
に
対
応
し
た
学
校
保
健
の
充
実
を
進
め
る
と
と
も
に
、
栄
養
教
諭
を
中
核
と
す
る
食
育
の
取
組
を
推
進
し

ま
す
。

（
特
別
支
援
教
育
、
幼
児
教
育
の
振
興
等
）

発
達
障
害
を
含
む
障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
特
別
支
援
教
育
や
、
外
国
人
児
童
生

徒
の
教
育
の
一
層
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
幼
児
教
育
の
無
償
化
に
つ
い
て
は
、
将
来
の
国
民
負
担
の
議
論
を
踏
ま
え
、
財
源
・
制
度
等
の
問
題
を
総
合
的
に
検

討
す
る
と
と
も
に
、
認
定
こ
ど
も
園
制
度
の
活
用
促
進
を
は
じ
め
と
し
た
幼
児
教
育
の
振
興
を
図
り
ま
す
。
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（
科
学
技
術
・
学
術
の
振
興
）

科
学
技
術
・
学
術
は
我
が
国
が
豊
か
に
発
展
し
て
い
く
た
め
の
原
動
力
で
あ
り
、
そ
の
振
興
が
不
可
欠
で
す
。
昨
年
も
、
ヒ

ト
人
工
多
能
性
幹
細
胞
の
樹
立
や
、
月
表
面
の
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
映
像
を
撮
影
し
た
月
周
回
衛
星
「
か
ぐ
や
」
の
打
上
げ
な
ど
世

界
に
誇
れ
る
成
果
が
上
が
り
ま
し
た
。
特
に
、
ヒ
ト
人
工
多
能
性
幹
細
胞
に
関
す
る
研
究
は
再
生
医
療
の
実
現
に
向
け
極
め
て

重
要
で
あ
り
、
早
急
に
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
の
推
進
体
制
を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

科
学
技
術
創
造
立
国
と
し
て
、
我
が
国
が
こ
の
よ
う
な
成
果
を
今
後
と
も
生
み
育
て
る
た
め
に
も
、
大
学
や
研
究
機
関
、
産

業
界
、
地
方
、
国
が
各
々
の
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
し
、
一
体
と
な
っ
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出
・
促
進
し
う
る
環
境
の
醸

成
が
重
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
優
秀
な
人
材
を
養
成
・
確
保
し
、
そ
の
能
力
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、
若
手
や
女
性
、

外
国
人
な
ど
多
様
な
人
材
が
活
躍
で
き
る
研
究
環
境
の
整
備
な
ど
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
国
立
大
学
や
研
究
機
関
等
の
先
端
研

究
施
設
の
整
備
充
実
や
共
同
利
用
の
促
進
、
科
学
研
究
費
補
助
金
な
ど
競
争
的
資
金
の
拡
充
、
世
界
最
高
水
準
の
研
究
拠
点
の

整
備
に
努
め
ま
す
。
そ
し
て
、
独
創
的
・
先
端
的
な
基
礎
研
究
か
ら
生
ま
れ
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
種
を
実
ら
せ
る
仕
組
み
を

強
化
す
べ
く
、
産
学
官
連
携
の
強
化
や
地
域
の
活
性
化
に
も
資
す
る
知
的
ク
ラ
ス
タ
ー
の
創
成
等
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
不
合

理
な
重
複
や
過
度
の
集
中
を
排
除
し
、
研
究
費
を
効
果
的
に
配
分
す
る
た
め
、
府
省
共
通
研
究
開
発
管
理
シ
ス
テ
ム
（
ｅ
‐

Ｒ
ａ
ｄ
）
を
本
年
一
月
か
ら
前
倒
し
し
て
運
用
し
ま
す
。

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
、
情
報
通
信
、
環
境
、
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
材
料
、
原
子
力
、
宇
宙
・
航
空
、
地
震
・
防
災
、
南
極
・

海
洋
等
の
各
分
野
の
研
究
開
発
に
つ
い
て
は
、
安
全
・
安
心
の
確
保
な
ど
社
会
・
国
民
の
ニ
ー
ズ
の
高
い
も
の
や
、
国
際
競
争
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た
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
放
課
後
等
の
子
ど
も
の
安
全
・
安
心
な
活
動
拠
点
を
確
保
す
る
「
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
」
を
引

き
続
き
推
進
し
ま
す
。

な
お
、
教
科
書
検
定
に
つ
い
て
は
、
教
科
用
図
書
検
定
調
査
審
議
会
に
お
け
る
審
議
の
透
明
性
の
向
上
な
ど
に
つ
い
て
の
ご

指
摘
を
踏
ま
え
、
教
科
書
の
内
容
が
よ
り
充
実
し
た
も
の
に
な
る
よ
う
、
手
続
き
の
改
善
方
策
を
検
討
し
ま
す
。

（
大
学
改
革
の
推
進
）

「
知
識
基
盤
社
会
」
に
お
け
る
大
学
の
役
割
は
、
豊
か
な
教
養
と
専
門
的
知
識
を
備
え
た
人
材
を
養
成
す
る
と
と
も
に
、
優

れ
た
研
究
に
よ
り
「
知
」
の
創
造
と
発
展
を
図
り
、
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
で
す
。

各
大
学
が
こ
の
よ
う
な
役
割
を
十
分
に
果
た
せ
る
よ
う
、
国
立
大
学
法
人
運
営
費
交
付
金
や
私
学
助
成
な
ど
の
基
盤
的
経
費

を
措
置
す
る
と
と
も
に
、
国
公
私
立
大
学
を
通
じ
た
競
争
的
な
環
境
を
整
え
、
世
界
最
高
水
準
の
教
育
研
究
拠
点
の
形
成
、
地

域
振
興
の
核
と
な
る
大
学
間
の
戦
略
的
な
連
携
強
化
、
大
学
教
育
の
質
の
向
上
、
高
度
専
門
職
業
人
の
養
成
、
産
学
連
携
等
を

通
じ
た
人
材
養
成
な
ど
、
各
大
学
が
持
つ
多
様
な
機
能
に
応
じ
た
支
援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
留
学
生
交
流
の
拡
充
、
国
際
的

な
大
学
間
の
相
互
連
携
な
ど
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
奨
学
金
の
拡
充
な
ど
学
生
へ
の
支
援
に
精
力
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

さ
ら
に
、
へ
き
地
や
小
児
科
、
産
科
な
ど
の
診
療
科
に
お
け
る
医
師
不
足
の
深
刻
化
を
踏
ま
え
、
地
域
医
療
を
担
う
こ
れ
ら

の
医
師
の
養
成
・
確
保
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。
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私
と
し
て
は
、
国
民
の
皆
様
の
強
い
期
待
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
ス
ピ
ー
ド
感
と
緊
張
感
を
持
っ
て
様
々
な
取
組
を
力
強
く

進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
関
係
各
位
の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
頂
き
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
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力
の
強
化
や
国
際
社
会
へ
の
貢
献
に
資
す
る
も
の
な
ど
、
選
択
と
集
中
を
図
り
な
が
ら
戦
略
的
に
推
進
し
ま
す
。
宇
宙
輸
送
シ

ス
テ
ム
、
世
界
最
高
性
能
の
次
世
代
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
海
洋
地
球
観
測
探
査
シ
ス
テ
ム
、
Ｘ
線
自
由
電
子
レ
ー
ザ
ー
、

高
速
増
殖
炉
サ
イ
ク
ル
技
術
の
五
つ
の
国
家
基
幹
技
術
の
研
究
開
発
に
つ
い
て
も
、
着
実
に
推
進
し
ま
す
。

政
府
全
体
の
「
科
学
技
術
外
交
」
推
進
の
方
針
を
踏
ま
え
、
先
端
科
学
技
術
分
野
で
の
戦
略
的
な
国
際
協
力
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
問
題
、
防
災
や
感
染
症
対
策
と
い
っ
た
地
球
的
課
題
の
解
決
に
向
け
、
我
が
国
の
知
見
を
生
か
し

た
国
際
協
力
を
推
進
し
ま
す
。

（
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の
振
興
）

世
界
の
桧
舞
台
で
活
躍
で
き
る
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
競
技
者
の
育
成
・
強
化
に
努
め
、
本
年
八
月
の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
に
お
い
て
日
本
選
手
団
が
活
躍
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
二
〇
一
六
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
日
本
開
催
の
実

現
に
向
け
て
、
積
極
的
に
招
致
活
動
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育
成
・
支
援
な
ど
に
努
め
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

文
化
芸
術
立
国
の
実
現
を
目
指
し
、
我
が
国
の
文
化
芸
術
の
継
承
・
発
展
・
創
造
を
担
う
人
材
の
育
成
、
子
ど
も
の
文
化
芸

術
活
動
の
充
実
、
文
化
財
の
保
存
・
活
用
、
国
際
文
化
交
流
・
協
力
を
通
じ
た
文
化
発
信
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
関
連
分
野
と
も
連
携
し
て
地
域
文
化
の
振
興
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
の
取
組
を
支
援
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

新
し
い
時
代
に
対
応
し
た
著
作
権
施
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
国
語
の
正
し
い
理
解
が
進
む
よ
う
努
め
ま
す
。


